
＜中学校２年生＞                                       

粒子                                 

発熱パックを科学的に探究する 
                  年   組   番 名前           

１ 花子さんは、「発熱パックの薬剤に、水と反応して発熱する酸化カルシウム以外にアルミニウムが入
っているのはなぜだろうか」という疑問を持ち、科学的に探究しました。あとの各問いに答えなさい。 

 
【課題】アルミニウムは、 水の温度の変化に関係してい

るのだろうか。 
 
【実験】ビーカーＡ、Ｂの水の温度の変化を測定する。 
Ａ 酸化カルシウム10gに水３gを加える。 
Ｂ 酸化カルシウム10gとアルミニウム10gに水３gを加える。 
 

【結果】 

 

 
 
 

【考察】 

【結果】のグラフから、ＢはＡより温度が 
 Ｘ ので、アルミニウムが水の温度の変化
に関係しているといえる。また、ＢはＡよ
り最も高い温度になるまでの時間が Ｙ の
で、アルミニウムが水の温度の変化に関係
しているといえる。 

【新たな疑問】・・・・・・ 
  
(１) アルミニウムの原子の記号を、下のアからエまでの中から1つ選び、記号を書きなさい。 

ア ＡＬ    イ Ａｌ    ウ ａＬ    エ ａｌ 
 
(２) 酸化カルシウムに水を加えると、「酸化カルシウム ＋ 水 → 水酸化カルシウム」という発熱反応が起

こります。水酸化カルシムはＣａ(ＯＨ)２と表され、ＯＨ（酸素原子１つと水素原子１つが結びついたもの）
の２つ分の(ＯＨ)２とＣａが結びついた物質です。このとき、下の化学反応式を完成させなさい。 

 
 

 
 

 
(３) 下のアからエのうち、発熱反応を全て選び、記号を書きなさい。 
  ア 炭酸水素ナトリウムとクエン酸の反応 
  イ 水酸化バリウムと塩化アンモニウムの反応 
  ウ  鉄（鉄粉）と酸素の反応  

エ 鉄と硫黄の反応 
 

(４) 【考察】の Ｘ 、 Ｙ に入る適切なものを、それぞれ下のアからウまでの中から１つ選び、そ
の記号を〇で囲みなさい。  

Ｘ ア 高くなる   イ 低くなる   ウ 変わらない 
Ｙ ア 長い     イ 短い     ウ 変わらない 

 
(５) 花子さんは、【考察】を通して、アルミニウムが水の温度の変化に関係していることは分かりま

したが、【新たな疑問】をもちました。花子さんがもったと考えられるアルミニウムについての新
たな疑問を、「実験方法」、「起きた反応」、「実験結果」の中からいずれか１つを基にして、書きな
さい。 

 

 
 
 
 

 

（）電流計は回路に直列につなぎ、電圧計は回路に並列につなぐ。 
     ＣａＯＨ      ＋      Ｈ２Ｏ     →     Ｃａ(ＯＨ)２ 

 

イ、ウ、エ 

 

【薬剤の主成分】 
・酸化カルシウム 
・アルミニウム 

図        

イ 
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1 実験方法に関すること  
（例）加えるアルミニウムの量を変えると、温度変化がどうなるだろうか。 
1 起きた反応に関すること  
（例）アルミニウムはどの物質と反応して温度が上昇しているのか。 
（例）アルミニウムと水は反応して温度が上昇しているのか。 
1 結果に関すること  
（例）Ｂの方が温度が高くなるには、アルミニウムがどのような働きをしているのか。 
（例）Ｂの方が最も高い温度になるまでの時間が短くなるには、アルミニウムがどのような働

きをしているのか。 

【薬剤の主成分】 
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答え 

◆解説◆ 「化学変化の前後で、原子の種類と原子の数は変化しない。」ことを基に
して、化学反応式をつくることができます。右辺より、カルシウム原子が１つ、酸素
原子と水素原子が２つずつあることと、左辺の水の化学式がＨ２Ｏであることから、
左辺の酸化カルシウムの化学式はＣａＯであることがわかります。 

◆解説◆ グラフから、ＢはＡよリ温度の変
化が大きく（ＢはＡよリ温度が高く）、また、
ＢはＡよリ最も高い温度になるまでの時間
が短いことが、読み取れます。 

◆解説◆ 次の４つの条件を満たして書く必要があります。 
（ａ）「アルミニウム」に関する記述であること。 
（ｂ）温度変化に関する記述であること。 
（ｃ）新たな疑問であること。 
※最初の疑問「酸化カルシウム以外にアルミニウムが入って
いるのはなぜだろうか」以外であること。 
（ｄ）疑問、もしくは探究の意欲を表現した文章であること。 
※（例「なぜ～だろう」、「～かしら」、「～だろうか」 
「～なのか、調べてみたい」、「～について」など）。 

◆解説◆ 炭酸水素ナトリウムとクエ
ン酸の反応（二酸化炭素が発生）と、水
酸化バリウムと塩化アンモニウムの反
応（アンモニアが発生）は吸熱反応。そ
れ以外はすべて発熱反応です。 

◆解説◆ アルファベット２文字で原子
の記号を表す場合は、 
・１文字目は大文字の活字体で表し、 
・２文字目は小文字の活字体で表します。 
（例）カルシウム 「Ｃａ」 


